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出雲ぜんざい学会の歌うＰＲおじさん!! あべちゃん♪
出雲ぜんざい学会が密かに狙う紅白歌合戦。そのわずかな期待を一身に背負っている

のが、我が歌うＰＲおじさん「あべちゃん」こと阿部祐久さんです。あべちゃんは出

雲ぜんざい学会の応援ソング「ぜんざいロック」「ふたりの出雲ぜんざい」の

作詞作曲を手がけ、歌も歌うシンガーソングライターなのです。そして、最近

のＢ－１グランプリには毎回参加し、ブース前でひたすら歌い続け、

ＰＲタイムになるとステージに上がり、出雲自慢と応援ソングを歌い

ます。あべちゃんは今や出雲ぜんざいに欠かせないメンバーです。

10月31日は「出雲ぜんざいの日」です！ 
これは、江戸時代の文献から－出雲がぜんざいの発祥の地－ということから「1031（センサンジュウイチ）」の語呂
合わせで「ゼンザイ」と読ませ、日本記念日協会に登録したものです。【日本記念日協会 http://www.kinenbi.gr.jp/】

～1031（ゼンザイ）～
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～2014 関西・中国・四国Ｂ-1グランプリ in 府中～ 3月22日（土）23日（日）～2014 関西・中国・四国Ｂ-1グランプリ in 府中～ 3月22日（土）23日（日）

　今年で第9回目を迎える全国大会は、福島県郡山市で10月18日（土）、19日（日）の開催が決定した。
郡山市は、福島県のほぼ中央に位置し、人口は328千人と県下一位である。郡山市には愛Ｂリーグ加
盟団体はなく、本来なら全国大会の開催は出来ないが、「浪江焼きそば大国」の活躍、震災復興特別
大会として開催が決定した。初の東北出展となるが、唯一のスイーツ、ご縁の國の出雲ぜんざいを一人
でも多くの郡山の人に提供したい。応援隊への参加お願いします。

会員募集中！2014第9回 Ｂ-１グランプリ in 郡山 開催日決定

　第4回目となるご当地グルメでまちおこしの祭典！関西・中国・四国Ｂ－１グランプリ in 府中が、広島県府中市の府中学園を会場
に開催された。広島県での開催は、全国大会、支部大会合わせても今大会が初の開催となり、開催地の「備後府中焼を広める会」
のご当地府中市は、人口4万3千人の家具の町で有名だが、隣接する福山市、尾道市そして、広島市からも近く、相当の人出が期
待された。そして、実行委員会の徹底したPR活動が功を奏し、両日とも春のすばらしい天候にも恵まれ、初日は、63,000人、2日目
は84,000人の合計147,000人と目標の10万人を大きく超えた。
　結果としては、ゴールドは全国大会でもゴールドの実績のある「ひるぜん焼きそば好いとん会」シルバーには、「今治焼豚玉子飯
世界普及委員会」、ブロンズは、「あかし玉子焼き広め隊」と上位常連が入った。その他にも過去の全国大会グランプリ受賞団体
など5団体がゲストとして出展した。この大会で感じたことは、日々のまちおこし活動が、この祭典で花を咲かせたの一言に尽きる。

　表彰は、第5位から上位のみ、「第5位、島根県出雲市・出雲ぜんざい学会」と司会を
務めるトリオ・ザ・ポンチョスの声、一瞬にして一昨年の鳥取大会が頭に閃いた。あのと
きは、あまりの唐突さに言葉も出なかった。でもやはり今回も同じだった。昨年の豊川大
会で表彰の10団体中、のぼりが1本もなかったのは、我が出雲ぜんざい学会のみ、そして、
今回も5団体の中で、のぼりが1本もなかった。
　今回の府中大会は、会場にもなれており、非常に冷静に取り組むことが出来た。総
勢も支部大会では、ほぼ最大の18名体制、今回は秘密兵器も用意した。それは、ぜん
ざいのような汁物、熱い物は不利である。なぜかと言えば、手で持ちにくい、重ねられな
いという物質的なハンディーがあるからだ。そこで考えたのが特製トレー。強くて軽い材
質の1枚の板状のものにぜんざいの容器のおしりがはまる穴を６つ開けた単純な物だが、
これが効果抜群。のはずだったが、今回はほとんど出番がなかった。
　今回の会場は、基本的に出展ブースが同じ場所での開催であったため、全体の雰囲気、
ステージイベントの様子もよく分かり良かったが、全体が見えるため、出雲ぜんざい学会の
ブース前には2日間ともほとんど列が出来ていなかったことを知った。他のブースは常に長
蛇の列、いつも「午後の出雲ぜんざい」と言っていたが、両日とも午後1時半には列どころ
かパラパラ状態。理由の一つとして天候が良すぎて、気温もぜんざいにはあまり良くない
状態だった。しかし、そんな沈滞気味のブースの中でひときわ大声を張り上げ、出雲ぜんざ
いをアピールしていたのが、出雲ぜんざい学会発足の立役者の一人、特別顧問の早川
氏たった。久しぶりの参加だったが、「出雲」を売る姿勢は誰にも負けない。
　そんなことから、結果出雲ぜんざい学会は、見事5位入賞を果たした。これも参加しし
てくれたメンバーはもとより、応援してくれた方々、そして何よりも主催関係者のみなさま、
府中の皆様のお陰と心より感謝します。ありがとうございました。

出雲ぜんざい学会では、一緒にぜんざいの研
究と出雲ぜんざいを活用したまちおこし運動に
ご参加いただける会員を広く募集しています。
是非よろしくお願いします。

●応援隊日程（案） 10月16日…20：00 出雲発バスにて／10月20日…12：00 出雲着
●お問い合わせ先
（0853）53-2112 古島（コジマ）

出雲ぜんざい学会

5位入賞ご声援ありがとうございました。ご声援ありがとうございました。

府中のまちおこし、花開くご来場人数147,000人

　今回の府中大会は、出雲ぜんざい学会
にとって全国大会、支部大会を通算すると8
回目の愛Bリーグ主催の大会への参加となる。
学会設立時から大きな力になっていただい
ているのが、山陰合同銀行出雲西支店の
皆様だ。本会会員である永井大介支店長
を筆頭に今回も5名の参加だった。ブースで
のポジションは最前列、お客様と接する最も
大切、最も難しい位置だが、なんなくお客様
をさばく。やはり日頃業務で培った接客のプ
ロという感じだ。
　そんなすばらしい仲間と今回も表彰式の
ステージに立てたことは、大きな喜びだった。

左から布野・斉藤・永井支店長・岸本・青木

強力な応援隊
「ごうぎん隊」

開会式


